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○日    時：平成 24 年 5 月 19 日（土）16:00～19:00 
平成 24 年 5 月 20 日（日） 8:40～14:00 

 

○場    所：九州大学福岡演習林（福岡県粕屋郡篠栗町津波黒 394） 

 

○スケジュール： 

5 月 19 日（土） 
 16：00           集合 

   16：00～16：30 オリエンテーション 
   16：30～17：00 自己紹介 
   17：00～19：00 懇親会（BBQ） 

 
5 月 20 日（日）  

8：40～10：10  グループディスカッション 
   10：10～10：30 休憩 
   10：30～12：00 各グループ発表、討論 
   12：00～13：00 昼食 
   13：00～14：00  エクスカーション 
 
※使用言語：英語 
 
 
 
 
 
 

【お問い合わせ】 
◆東アジア環境研究機構研究支援室 
電話：０９２－８０２－２５６７ 
FAX：０９２－８０２－２５６８ 
E-mail：event@rieae.kyushu-u.ac.jp 

 
◆5/10～5/14 大槻教授    ０８０－５２７４－４８５０ 
◆5/15～5/18 宮沢特任准教授 ０９０－８２０９－６２１０ 
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